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現在、全国の施工現場で各種SqC（ｾｸｼｰ）ピア工法を採用して頂いております。

鋼管支持杭桟橋　SqCピア工法　最新現場のご紹介!!
　現在、全国の施工現場で各種SqC（ｾｸｼ ）ピア工法を採用して頂いております。
　見老津第一トンネル工事現場での最大支間スパン長は16.0mと非常に長く、桟橋進入路の盛土造成完
了前に、桟橋架設を終了させる為、全ての架設を現状地盤から行い、最初に鋼管杭21本全てを打設し、
打設完了後キャップ及び上部工の設置を一気に行い、大幅な工期短縮を実現致しました。

近畿自動車道 紀勢線 見老津第一トンネル工事

（近畿地方整備局様）／和歌山県西牟婁郡

橋巾：6.0m橋巾：6.0m

橋長：65m

杭数：21本
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